
北海道農業に限りない愛情を注ぎ、
たゆまぬ努力を続ける人々がいます。
農業の未来を創造する「北の農業人」の
情熱や取り組みをご紹介します。
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●滝川ナタネ生産組合の会長を
務める江崎さんは、江部乙に入植
した農家の4代目。「もともと家業
を継ぐ気はなかった」と笑います
が、今では、農業のやりがいや面
白みもわかってきたそうです。

●黒千石大豆の作付面積は2haほど。収穫時期が11月と遅く、
収穫時の苦労も多いそうですが、大切な輪作作物の一つに
なっています。

●「キザキノナタネ」から搾った純国産の菜種油は、
健康志向の高まりなどもありニーズが増えています。
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収
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近
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。
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収
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す
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れ
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●見晴らしの良い丘陵地に広がる小麦畑。
江崎さんは60haの農地のうち、約半分を小麦の生産にあてています。

●満開の菜の花畑のスケールは、まさに圧巻の一言。
「観光資源としての景観づくりと、農業としての経済
性や効率性を両立するには悩みもありますが、工夫
しながらこの景色をできるだけ維持していきたい」と
江崎さんは言います。
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